
建屋止水対策工事中の電源ケーブル損傷について

（４号機使用済燃料プール冷却停止）

平成26年2月27日

東京電力株式会社

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

■発生事象
１～４号機ＨＴＩ建屋他止水対策工事において、地盤

改良に伴うボーリング掘削中に、現地盤から約-1m地点
のエフレックス管内のケーブルを損傷させた。

■時系列
平成26年2月25日（火）

9:40 M/C地絡警報発生

（所内共通M/C 1～4A、共用プール

M/C A、所内共通D/G M/C A）

9:42 4uSFP２次系冷却停止

（ｴｱﾌｨﾝｸｰﾗｰ(B)過負荷ﾄﾘｯﾌﾟ）

10:19 4u燃料取出作業中断

10:27 ～10:30 初期消火活動実施

11:52 公設消防により「火災ではない」と判断

14:16 4uSFP２次系冷却再開

14:36 4u燃料取出作業再開

■原 因

調査中

福島第一原子力発電所 1～4号機HTI建屋他止水対策工事

所内共通メタクラ（Ｍ／Ｃ）１Ａ他地絡警報の発生について

■事象発生場所

■現場状況

焼却工作建屋

事象発生場所

ＨＴＩ建屋

１

当該箇所（140φ）
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1～4号機HTI建屋他止水対策工事の概要

①地盤改良

②集合ﾀﾞｸﾄCon打設

③止水材注入

④水中Con打設

⑤HTI連絡ﾄﾚﾝﾁｸﾞﾗｳﾄ

注入

【止水フロー】 ■工事期間：H25.10.18～H26.6.30（地盤改良期間：H25.1２中～H26.2末）

■STEP①
流速が速いと止水材が充填ができないため、ＨＴＩ建屋連絡トレンチならびに集
合ダクトからの地下水流入抑制を地盤改良などの対策により、HTI建屋への流速
を低減させる。

■STEP②
地下水の流速が低減したら止水材注入などの対策により、HTI建屋への地下水の
流入抑制を図る。

■STEP③
HTI連絡トレンチ内の地下水を移送し、トレンチ内をグラウトで閉塞する。

STEP① 地下水流入抑制

STEP② 建屋止水

STEP③ ﾄﾚﾝﾁ閉塞

２

配 置 図

ＨＴＩ連絡トレンチ
北

ＨＴＩ建屋
焼却工作建屋

プロセス建屋
サイトバンカー建屋

集合ダクト

②コンクリート打設①地盤改良

⑤グラウト充填

③止水剤注入

④水中Con打設

発生場所
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所内共通
M/C 4B

所内共通
M/C 4A

プロセス
建屋
後備
M/C

プロセス建屋
常用M/C

所内共通
M/C 1A

所内共通
M/C 2A

所内共通
M/C 2B

所内共通
M/C 1B

⑥Ｔｒ ⑪Ｔｒ

３号３号SFPSFP
代替冷却代替冷却

（一次／二次系）（一次／二次系）

44号号SFPSFP
代替冷却代替冷却

（二次系）（二次系）

地絡警報発生時の系統

所内共通
M/C ３A

所内共通
M/C ３B

所内共通
D/G(A) M/Ｃ

所内共通
D/G (B)M/Ｃ

所内共通
変圧器A

所内共通
変圧器B

母線地絡警報発生 母線地絡警報発生

母線地絡警報発生

母線地絡警報発生

母線地絡警報発生

母線地絡警報発生

現場にて
母線地絡表示確認

4号機SFP循環
冷却設備(二次系)
電源切替盤

3号機SFP循環
冷却設備(一次/二次系)
電源切替盤

事故点

（凡例） Ａ系

Ｂ系

３

共用プール
M/Ｃ(A)

共用プール
M/Ｃ(B)
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所内共通
M/C 4B

所内共通
M/C 4A

プロセス
建屋
後備
M/C

プロセス建屋
常用M/C

所内共通
M/C 1A

所内共通
M/C 2A

所内共通
M/C 2B

所内共通
M/C 1B

⑥Ｔｒ ⑪Ｔｒ

３号３号SFPSFP
代替冷却代替冷却

（一次／二次系）（一次／二次系）

44号号SFPSFP
代替冷却代替冷却

（二次系）（二次系）

復旧後の系統

所内共通
M/C ３A

所内共通
M/C ３B

所内共通
D/G(A) M/Ｃ

共用プール
M/Ｃ(A)

所内共通
D/G (B)M/Ｃ

共用プール
M/Ｃ(B)

4号機SFP循環
冷却設備(二次系)
電源切替盤

3号機SFP循環
冷却設備(一次/二次系)
電源切替盤

所内共通
変圧器A

所内共通
変圧器B

手動開放し地絡クリア

投入 投入

開放

Ｂ系より受電

事故点

（凡例） Ａ系

Ｂ系

４


